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	　それでは、皆さんお揃いかと思いますので始めていきたいと思います。

　あと今欠席しております方で家を出たという方がいらっしゃいましたので、少したちましてまた来ると思うんですが、時間の都合もありますので、始めさせていただきたいと思います。

　それでは、平成22年度第２回山武地区地域審議会を始めさせていただきます。

　私は、山武出張所の若名と申します。よろしくお願いいたします。

　初めに、本日の会議の出席者数の報告をいたします。

　現在は、定員15名のところ、８名のご出席をいただいております。地域審議会設置に関する協議第８条第４項の規定によりまして、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議が成立いたしますことをご報告いたします。

　また、本日の会議ですけれども、議事録作成のため録音させていただいております。ご発言の際には挙手の上、議長の指名を受けた後、お名前を述べた上でのご発言ということで、よろしくお願いいたします。

　それでは、会議次第に従いまして、進めさせていただきます。

　まず初めに、髙橋会長よりごあいさつをいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

　どうも本日は午後の１時半から長々とまだあとこれから２時間近くかかると思いますが、どうぞお疲れのところではございますけれども、よろしくお願いいたします。

　では、これから引き続きまして、６項目にわたります提案の審議に入らせていただきます。ひとつよろしくお願いをいたします。

　ありがとうございました。

　それでは、早速議題に入らせていただきます。

　地域審議会設置に関する協議第８条第２項の規定によりまして、会長に議長をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。

　それでは、お手元の議事次第に従って進めさせていただきます。

　まず、議題に入る前に山武地区の審議委員会運営要綱第２条の規定によりまして、会議録の署名委員２名を決めさせていただきたいんですが、前回は鈴木さんと蕨さんにお願いしたので、今度は別の方で、鈴木さんは前回やられましたね。山本さん、よろしいですか。山本さんとそれから朝見さんよろしいですか。

　署名委員ってどういう……。

　私も署名はわからないので、ましてや初めてだから、前任でやられた方のほうが良いのでは……。

　いやいやこれは一応今までの規定に従って、順番にということで。

　それはわかりますけれども……。

　署名ですけれども、事務局のほうで議事録をとりまして、録音した皆さんの発言を最後書類にまとめまして、市長、あるいは関係機関にそれを出すんですけれども、その際にこの書類は間違いのない私たちが発言した書類ですよということで、お名前を書いていただくという簡単なお仕事でございます。

　会計監査のようなものですか。

　まあ書面のチェックの係ということで思っていただければと思いますけれども、私もやっておりますので、大丈夫だと思います。

　よろしいですか。

　わかりました。

　それでは、朝見さんと山本さんにお願いしたいと思います。

　それでは、今後確認の署名をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。

　議事に入らせていただきます。

　まず、第１の地域振興基金運用計画（案）について、事務局よりご説明をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。

　事務局の今関でございます。よろしくお願いいたします。

　それでは、地域振興基金運用計画（案）についてということで、ご説明をさせていただきます。

　先ほどの説明会のほうで、地域振興基金を活用しました平成23年度から24年度までの各事業につきましてご説明をさせていただきましたけれども、この会議では、この各事業に対して山武地区地域審議会としてのご意見を各事業ごとに意見書としてまとめていただくことになります。次第がお手元のほうにあろうかと思いますけれども、その次第にお付けしております書式ですね、こちらが意見書のほうになっております。

　ご覧いただけばおわかりになろうかと思いますけれども、審議結果として、№１、№２ということで、６つの事業にそれぞれ事業ごとに意見書がございますけれども、まずこの審議結果というところがまず適当であるのか、それとも適当でないのか、そのご判断をいただきまして、その理由を理由の欄にまとめていただくということになります。例えばこれは適当であると判断した事業の理由欄につきましては、地域振興に寄与する事業と認められるというような理由が考えられますし、また適当ではないということでご判断をいただいた場合には、なぜ適当でないのかということで具体的にその理由を書いていただくという必要があろうかと思います。適当であるということで丸をつけていただいて、ただ条件的な形で実施内容のうち、幾つか支出がある中のここの部分については、より有効な手法を検討いただきたいというような形で意見をつけていただくということも可能だと思います。

　また、今回の計画書につきましてですけれども、あくまでも23年度から24年度までの計画ということになります。ですので、ご意見をいただくのはこの２カ年ということについてのみということになります。ただし、説明会のほうでもご説明申し上げておりますが、市民自治支援課の２つの事業、最後に説明がありました２つの事業、市民提案型まちづくり事業と市民提案型交流のまちづくり推進事業、この２つにつきましては、既に23年度分まではご承認をいただいているというものになりますので、その２つの事業だけは24年度についてのご意見をいただくというような形になります。

　本日、各担当部署からご説明をさせていだたきましたけれども、その内容を踏まえまして、まずはこれから一つずつ各事業について皆様でご議論をいただきまして、それぞれ各事業について意見をまとめていただければと思います。ご意見がまとまりましたら、それを事務局で読み上げてご承認をいただきまして、その内容で意見書をこちらで作成をいたしまして、市に対して提出をするというような形をとりたいと思います。

　なお、ご意見のまとめ方についてなんでけれども、各事業ごとにまず適当でないというご意見があればそれをお伺いして、特に無いようでありましたら適当であるという形にして、その後に理由をまとめるという形で進めていただくのがスムーズなのかなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。

　ちょっとわかりにくい説明かもしれなかったですけれども、以上でご説明とさせていただきます。

　どうもありがとうございました。

　ただいま事務局より意見書のまとめ方について説明がありましたけれども、皆さん、おわかりになりましたですね。

　では、計画（案）にあります６つ、先ほどの６つの事業について、それぞれの事業ごとにこの山武地区審議委員会としての意見を意見書にまとめて提出するということですので、ひとつここで何かご質問があったら手を挙げてお願いしたいと思います。

　蕨委員さん。

　蕨と申します。

　私はこの回の前からやらせてもらっているんですけれども、この前の回のときに運用資金についてということで協議をされていましたね。昨年度たしかやったと思うんですよ。それで、旧市町村のほうからいろいろな意見があって、それを集約した書類みたいなやつを見せてもらったんですけれども……。

　各地区からですね。

　各地区から出ていたんですね。山武は山武なりになんか提案したと思うんですけれども、今回なんかそういうものは織り込まれていないで、今回のあれはどっちかというと、各課でもっていろいろな提案をされたのをここに出したというふうに思うんですけれども、その辺、今までやってきた我々が前々回提案してやっていたものと全く違う内容みたいに思えるのですけれども、その辺何かどこかから変わったのかなというふうに思うのですけれども。

　すみません。これ１番から順番にやっているのと違うんですか。

　いや、その前の話なんですけれども、なんかこういう提案が前の委員のときにこういう提案というか、基金の使い方についてということで協議したことがあるんです。その提案が各旧町村から出された内容の文章を私ども見させてもらっていたんです。旧山武の場合もやはりこういう形でいろいろ提案させてもらったんです。そういったものが全くなくて、今回出しております各課でもって提案をされているというようなところで、どこでそういうふうになっていったのかということをまずなんか始める前にそれをちょっと知りたかったんですが。

　それはちょっと事務局から説明していただけますか。ここに６つ出されたという経緯について、決められたということについて。

　事務局の今関です。

　確かに、平成20年度から21年度にかけて何度も審議委員の皆様にその地域振興基金の活用についてということで、いろいろご提案をいただいたわけですけれども、確かにそれは各地域でいろいろな、たしか山武は林業関係ですとか、それらを初めとしていろいろ具体的なものが出ていたと思います。ただ、それがそれらを各地区の意見という形で単独で市に対して要望するという手法をとったわけではなくて、最終的にはそれらの各地域で出た意見を持ち寄るような形で、全体の各地区の会長さんと副会長さんに集まっていただいて、その中でその運用益の活用としてどういう形でやっていったらいいかというようなことで、それぞれのその細かいご提案については、それぞれを全部これで要望しましょうということではなくて、最終的には本当になんかぼやっとしたといいますか、どういう形でもある程度地域振興につながるようなものであればある程度対象となり得るような枠組みのご要望という形で、市に対してはご意見をいただいたということになります。

　ただ、市にとってみれば当然その各地域から個別でいろいろなご意見が出てきておったのは承知しておるわけですので、最終的なその地域審議会からいただいたご意見というのが今ちょっと手元にあるんですけれども、第１回松尾のときに地域振興基金についてちょっとご説明をさせていただいたときに、最終的なこれが意見書になりますということで、それぞれ蓮沼からはこれ、松尾地区からはこれというようなものをごらんいただいたはずなんですけれども、その中では本当にこの山武地区の場合ですと、山武地区は生活環境の改善を中心とした提案であった、その内容は次のとおりである、個々の事業から絞り込むことは困難であることから、方針的なもので集約したい、合併により地域の生活機能が希薄化されていく危機が感じられることから、安心・安全な生活、福祉機能が向上する事業に活用したい、安心して生活できる環境が構築されることが望まれる。公共交通事業についても、安心できる生活機能の一つとして検討することは可能と、そういうご意見に最終的には他のところと足並みをそろえるような形でそういうご意見という形になっております。

　市のほうにとりましては、今回一応そういう形でご意見をいただきまして、各課にこういうことで地域審議会から意見をいただいていますということで、各課に振りまして、それぞれぜひこれは活用してやりたいということで挙がってきた事業が今回の事業ということになっておりまして、おっしゃるように各地区から出てきたものが当然すべて反映されるという形にはなっていないというのがご指摘のとおりだと思います。

　ただ、今後こういう形で実際スタートして今こういう形で市のほうで計画を出させていただきましたけれども、これを踏まえてまた具体的にじゃこういう事業はどうだろうかということで、地域審議会の方で意見をまとめていただいて、市に対してこの事業についてぜひやってほしいというようなご要望をいただくというのは可能だと思っております。

　今回の状況についてはそういう状況です。

　はい、理解しました。

　おわかりになりましたか。

　ほかに全体的なことで何かございませんか。

　全体的に感じたことなんですが。

　全体というか、１から６で、順番にいっていませんので。

　はい、本当にこういうロードレース、それから「やまのおんぶ」、それからサマーカーニバル、本当にすばらしいことをやってきたんですが、山武市民６万のどれだけの人がこれをわかっていたかという、そのときそのとき毎月の広報さんむには載っていたんですが、本当に皆さんそれ読んでなくて、回覧回してもよくすっと回しちゃって全然把握してない人が多くて、今日初めてこういうこんな素晴らしいことやっていたのにどれだけの人がわかっていたかなというすごい残念に思ったんですが、本当にこれからお知らせというか、掲示板とかもあるんですが、本当に広報紙を読んでないんですね。

　昨日もちょっと私は何ページ何の全部１年間の把握しているんですが、１日に来たのをさあっと見て、もう新聞のごみに出しちゃったとかという人が多くて、もうとっておかなければだめですよとよく言うんですが、本当にこういう行事のことを何ページに出ていたでしょうと言うんですが、本当に把握してなくて、今日はこういうすばらしい事業をやっているということが市民に本当に浸透してないのがすごい残念で、これから宣伝というか、アピールする方法とかも１回考えないと、せっかくの事業がもったいないなというのを凄く感じました。

　ありがとうございました。

　この今日の６つの提案についてすごくていいものにしていただきたいと思います。

　ではございませんか。

　どうぞ。

　私は適当であると思います。それで、先ほど説明を伺いまして、ロードレースのことです。山武市の小中学生の体力運動能力強化月間を見ますと、かなり県平均よりも下回っているというところで、ぜひとも県レベル、平均ないしそれ以上にチャレンジしていってもらうためには、積極的にこのロードレース大会に小中学生が参加できる体制を整えていただいて、体力向上にチャレンジいただけたらと思いました。それには各学校の小中学校の先生方の協力が必要だと思いますので、その辺を事務局としても積極的に先生方の協力が得られるようなことで努力していただきたいと思うんです。

　以上です。

　はい。

　蕨です。

　私も賛成でございます。それから、小学生、子供たちは500円払うというような話だったのですけれども、大網なんかは無料でやっているのだよということなのですけれども、有料することによって確実に参加してもらえるというところがひとつあるのですね。無料にすると出なくてもいいのだよとか、金取られたという言い方は悪いのですけれども、お金払ってやるのだから必ず出席するんだという責任感が出てくるのかなと、そうすればやはり事務局というか、担当のスタッフにしてみれば、一応参加申し込みはあるのだけれども、来るか来ないかわからない。と考えると、ただ会費を納めることによってその人数がある程度把握できるのではないか、はっきりした数字が出てくるのではないかということで、500円が適当かどうかわからないんですけれども、そういう数字は悪い数字ではないのかと、いいのかなという感じは私は思います。これは当然適当であるということです。

　参加料を取っても大丈夫だということですね。

　あとなんか距離とかそういうことで、もっとよりこれを市民の活性化というか、ＰＲについては、何かありますか。先ほどちょっと。

　秋山です。

　この提案では小中学生無料ということで、500円と無料ということですか。無料化でよろしいですか。

　ただ、そうですよね。多く出てもらうというようなことであれば無料でいいのかもしれませんけれども、やはり確実に出てもらうには、何らかでやっておいたほうがいいのかなという感覚でありますけれども。

　それに関しての話で言うと、大人の参加率もかなり悪いですよね。１割も満たない、大人も無料ということはちょっとあれなんですけれども、1,000円とか1,500円とか、一般料金と差別化を図ってもいいのかなという気がします。

　ほかにございますか。

一番最後の裏なんですが、小中学生１人当たり約2,000円かかると説明ありましたね。一番下に大会で市内の小学生を無料とした場合の負担額を試算と書いてありますが、この2,000円かかるという、ずっと上に見ると2,000円かかる内容で、例えば、見ながら感じたんですが、タオル、野菜とあるんですが、タオルなんていうのはお家出るときにバックに皆さんタオルは持ってくるんじゃないかなと思いながら見て、野菜というのは何を基準に野菜かと感じたんですね。2,000円かかる一番裏に2,000円かかる中にプログラム、バッグとか保険そういうのは必要なんですが、タオルと野菜というところにちょっとなかなか聞いていて、タオルなんて大体入れてくる、タオル代というのも別にかかるのかなとちょっと思ったりしたんです。細かくなるんでしょうけれども、そういうのをちょっと感じたんですけれども、野菜っていうのは何なんですかね。

　タオルは記念のタオルではないですか。

　記念のタオル、そうなんですか。それならわかりました。

　そうなんですよね。

　事務局。

　よろしいですか。私もちょっと袋詰めを一度だけ手伝ったことがあるんですが、そのときは記念のスポーツタオルでした。
これはここだけではなくて、ほかの大会なんかでもやはりそういう記念のグッズというような形でタオルでしたり、Ｔシャツでしたり、そういうものを用意しているところがあるようです。

　あとこの野菜については、たしか地元の野菜のＰＲというような形で、参加された方に野菜を配っていたはずです。

　無料で配るんですよね。

　そうですね。

　買い取るためのお金なんですかね。

　完走した場合でしたか、もしくはその参加賞という形でしたか、そういう形で配られているはずです。

　何らかの形でということは、結局地産の宣伝ということで、山武市の新鮮な野菜がこれだけ出ますと、山武市ではとれますということをやるわけですね。

　すみません。遅れまして、野菜につきましては、私が知っている範囲では、ニンジンとかネギというものを配らせていただくと、参加者の中に参加記念品で。

　無料で。おみやげにすると。

　はい。セットではなくて、好きなもの１点という形です。

　そうなんですか。

　それがこの500円かかっているということだと思いますね

　その費用がかかるということですね。

　結構皆さん喜んで……。

　そうですね。いただくとうれしいですね。その費用がかかるんですか。わかりました。

これ101.2円でいいんですか。単価円ですよね。何ですか、これ単価は。

　10万1,200円と違いますか。

　まさかそんな……。

　単価はたしか円でしょうからね。

　円ですね。

　黒枠のところが円になるんだから円ですね。101.2円というところの小数点……。単純に割っているわけですね。

　100円計算でいいわけでしょう、大体ね。

　伊藤委員、どうぞ。

　途中から来て申しわけないですけれども、参加費、今年のこのチラシを見ていただければわかると思いますけれども、小学生、中学生まで参加今年1,000円になっています。市内500円ということで、余り人数が少ないということで出たと思いますけれども、１回無料でどうでしょうか。やってみたらとは思うんですけれども。

　それは先ほど今度の案は無料ということを一応出してあげてあります。小中は無料ということで。
　あと富里にありますスイカロードレースとか、そういうなんか楽しみが一つ加わればいいかなというふうに思っているんですけれども。

　ニンジンでは駄目だということですね。

なにかメインのものを今探しているみたいなのですけれども。

　前、山武では大根をやっていましたね。

　山武町のときには大根がありましたね。

　今の蕨委員から500円ぐらい取ってもいいのではないかと、そういうふうに出したということで、出したのだから出なきゃというそういう意識を向上させるためにも500円ぐらいではいいかという意見がさっき出ていますが、これは無料でということで今回は来ておるのですよ。

　お金の問題ではないような気もするのはするのですけれども。
　学校の先生が勧める上には無料だから出てみたらということで、私もＰＴＡの役員も今までやっていましたので、先生が勧めて、500円だから出ろよというよりも、無料だからぜひみんなで出ようよと、クラスでまとまって出ようよというようなそういうことでやりやすいと思うんですが、500円取って出ないと損するからというよりも、出てうちのクラスが上位を占めようとか、そういうことで盛り上がると私は思いますけれども。

　せっかくこういう無料という案が出たものですから、１回子供たちに参加してもらって楽しみを味わってもらえば、今度は500円でも1,000円でも出してみようかなという気は起きてくるんじゃないかなとは思いますけれども。

　伊藤委員のほうで距離については、全然考えはないですか。小中学生の段階的に５キロとか10キロとか３キロとかとそれは必要ですけれども、最長距離やっぱりフルマラソンという格好で、佐倉も富里もフルマラソン出していますよね。

　富里は10キロでされています。

　富里は10キロですか。あのスイカのあれは。フルではないんですか。

　ではスイカを食べたいだけにあれだけの人が集まるんだ、大部分。
　それもあります。

　そうか、スイカが、ニンジンでは無理だね。

　なにかスイカ1,500ケースと聞いていましたよね。だから２個にすると3,000個ですよね。それを割って食べさせたりとか、残ったら……。

　かなり富里は参加する人が増えているという。佐倉はフルマラソンなので、もちろんこれは今フルマラソンが世界中のあれになっていますから、東京マラソンだってあれだけになっちゃった、だから佐倉だって１万人超えているので、そういう点では山武市も42.195へ出ればもっともっと地方ではなくて都会のほうからも来るのではないかなという意見もあったんですけれども。

　あれは警察の許可をもらうのが大変なんですよね、長くなると。

　ありますね。

　伊藤和委員からは別に距離については意見ないですか。

　距離については、10キロでは短いという声が結構あります、実際に。短いというのもありますけれども、参加してくれる選手が力のある選手だったら、20キロ、30キロできるんでしょうけれども。

　富里に倣ったわけではないんですよね。

　そういうことではないと思いますね。

　わかりました。

　これはあとはいいですかね。

　そうですね。ロードレースはロードレースでまずまとめていただいて……。

　一つ一つやったほうがいいですね。

　そうですね。

　ほかに意見ございませんようでしたらば、この第１番目のロードレースについて意見をまとめたいと思います。

　それでは、適当である、適当でないということをまず決めたいんですが、適当であると思われる方は挙手していただきたいんですけれども。

（賛成者挙手）

　ありがとうございました。

　理由ということになると、これは皆さんから聞いてきたまとめというか、会長のほうで聞いたところをまとめて書いちゃったほうがいいのかな。どういうふうにしたらいいですか。

　そうですね。理由につきましては、適当であるになった場合には理由ってそんなにないと思うんですね。ただ、今いろいろ皆さんご意見の中では、ご提案といいますか、基本的にはやっていいんですよ、ただこういう部分について何か検討してほしいですとか、やっていく中でこういう部分を考慮してほしいですとか……。

　提案理由をした場合にそれを検討して直して、これを例えば一番今問題にした500円の問題ですけれども、その500円では取るようにするかと、前回かな、今度括弧して500円になっていますけれども、そういうふうに、これは最初は今無料ということで出ていましたね、さっきの話では。ですから、500円提案としてでも取ってもいいではないかという提案理由で書いておく、そういうことはいいんですか。

　そうですね。ですけれども、それがあとはその言い方の多分強度だと思います。無料化してもでも500円取りなさいというと、今回のやつは承認できないになってしまいますので、まずそこしかポイントがないですから。ですから、例えばその無料化はこれは賛成ですよと、ただやはり無料化したことによって生ずるデメリット部分を検証も合わせて行われたいですとか、それは多分当然行うとは思うんですけれども、そういった部分で懸念があるのでというご意見を、例えばその理由というところではなくて、その他のところでつけていただくというのもよろしいかと思います。

　大体適当である、ないんだよね。あえて書こうと思えばそういうことも考えられたということ、意見としてその他に書くと。

　適当ではあるけれども、そういう意見もありましたということですね、括弧して。

　無料にしたことによって昨年と比べて減らないようにしてもらわないと、無料にして去年より減ってしまったら何の意味もないので。
　だからということでね。減らないようにしてほしいと。

　内容を変えていかないと運用資金を使わせてくれと、それは何と何にかかるからこれだけいただきたいということなんですよね。無料にした場合は、その一般財源とこれをどういうふうにするかということですよね。だから、このとおりにいろいろなイベント的なものを同じにやって無料にした場合は、一般財源と運用資金がないとできないわけですから、それをどういうふうにするかというところも少し問題になりますよね。参加無料はそれは構わないですけれども、途中の例えばタオルがありました、何がありましたというのをどこから財源を見つけるかということですね。その辺の提案があるんじゃないかなというふうに思います。

　ありがとうございました。

　ではその他のところで出します。

　では、まず第１にロードレースのほうは一応適当であるということになりましたので、揃いましたので、次に移りたいと思います。

　では、２番目のコンサートに入らさせていただきたいと思いますが、何か意見ございましたら。

　どなたか委員の中で行かれた方ありますか。

　藤田です。

　「やまのおんぶ」のほうは当日私ども参加というか、出展ですか、参加をしましたが、先ほどプロジェクター使って担当課の方が解説してくれたとおりのイベントでして、メインであったのは音楽の野外コンサートのような、市民も納涼会とか納涼コンサートといって昨年まで成東ののぎくプラザの庭というか、テラスのところでやったんですけれども、それが合併して市を挙げてちょっとやってみようということで、大きくなったという話は聞いています。

　私が行ってみて結構家族連れとかも多くて、楽しまれている方も多かったでしょうし、あとオカリナですか、ああいうものとか、ほかにはコーラスというか、合唱とかいろいろな音楽コンサートのこのステージの写真のこのメインステージというところでやってまして、最後はただ花火が上がらなかったんでしたっけ。忘れちゃったんですけれども……。

　花火がこの③の中に入っている……。

　花火やってないかな。

　花火はないですね。

　すみません。あとパレードというのがすごいおもしろいもので、例えばさんぶの森のタワーから前の公園の芝生の周りをぐるっと舗装がしてありますよね。軽トラックが走るぐらいの、あそこを全部とは言わないんですけれども、行ったり来たり、なんかひもでおもちゃを引っ張る輪車というか、それがなんかからくりがあって、手づくりだと思うんですけれども、そのひもにいっぱい例えば馬のおもちゃとか、車のおもちゃとかなんか音が鳴るおもちゃとか、10個ぐらい引っ張ってそこの後ろをラッパ吹いたりとか、楽器吹いたりして、そういうパレードということで、結構見に来ている人たちも写真いっぱい撮ったりとか楽しんで、子供たちも結構楽しんでいました。

　あとは地域の地場産業のＰＲとかそういうものをやっていたような気がいたします。そういう感じです。長くなってすみません。

　ありがとうございました。

　これについて何か意見がありますか。

　私ここで伺っていたときに蓮沼の人が持ち回りにならないんですかとか言ってましたけれども、山武の前は成東でやっていたのがさんぶの森、当分そうだと言っていたときに本当に我々山武の人間ですから、あそこでやっていただくのは本当にありがたいなと思って、ずっと続けばいいななんて思って見ていました。

　２年間だけで、その次は検討するということでしたね。

　そうやって考えていたんです。一応24年まで……。

　そうですね。今度はこれはそのようになっていますので……。

　予算は23年ですけれども、今年はやらない……。

　今年ですか。もう終わったんです。

　ああそうですか。

　８月22日、もう終わったんです。
　ちなみに今年の予算はどのくらいかかりましたか。わかりますか。200万もプラスされてどういうふうに。

　事務局、これは23から24のことで……。

　これはたしか200万近くかかったような……。

　さっきスライド出ていたんです。印刷されたのが……。

　余りプロは呼ばないほうが良いのではないかと私は思うんですけれども、どんどんプロ意識が強くなってしまって、普通の音楽コンサートと変わらないというふうなあれになってしまう。

　プロは今度は何十万、何百万になりますからね、最後は。だからプロが来たからって、プロはやるのはホールかなんかで　　でやってもらって。

　多分地元のバンドやっている方とか、音楽やっている方の出演の場というものを考えれば、逆に予算80万ですか、返事していますけれども、余り上げていくことはしないほうが良いのではないかな。

　そういうのは逆に花火でも上げてもらったほうがいいよね。
そうすると花火というのはすごく人を寄せるんだよね。だからいつも13日にやっていて。

　確かに地元の人たちのそういった素人の集まりのイベントのものに私は主力を置いたほうがいいかなと思います。

　それで大きくしていったほうがいいですよね。

　そうです。それこそまちづくりの人たちの交流の場になりますから、それによって。その輪がだんだん広がっていけばいいんじゃないかなというふうに思うので、それが一番だと思いますし、こういったものにしては一過性のものなんですよね。持続性がないように感じるんですよ。そういった面からもやはりある程度どうかなという感じですね。

　最初は手づくりから始まってどんどん大きくしていくんですよね。最初から大きくしちゃうと今度続かなくなっちゃいますよね。

　続かなくなるとイベント会社とかを頼まなければしようがないからお金が必要だということになると、そうなると最初の趣旨がなくなってきてしまうということがあるのではないかなと。

　事業内容のところを読んでも、この地域振興基金充当によってより多くのプロの出演とダイレクトにうたっちゃっていることが私はちょっとそこが腑に落ちないなと思うんですが、だから何人かはいいんでしょうけれども、余り専門家ばかりで金とったりということではなくてもっとコンパクトに……。

　交流の促進にはつながらないと思います。

　わかりました。

　では、一応新規事業としての提案ですけれども、今まで去年もやっていますし、やることにおいて適当だというご意見か適当でないということを伺いたいと思います。

　適当でないという方ありますか。実績は後から……。

　やるのは適当なんだけど、地域振興基金使ってやるものなのかということですよね。その使い道がプロというのは……。

　使い道のほうがどうでしょうかと私は思うんですが、まだ80万というレベルなので、それがだれに幾らかかるというものが私もわからないので、駄目とも良いとも言えないんですけれども、これが毎年例えばこれ２年間はこれでいくんですよね。なんで24年度か、またそこで見返してさらにその次のときになった場合にさらに予算請求が向こうから来て、例えばあと100万プラスしてくれとかという話になっていくのであればちょっと余りにもそういうプロに頼り過ぎちゃうということでなってしまうと、本来のこの人たちが始めた地域の人たちの交流というのがやはりメインだと思うんですよね。だったら地元のバンドとか、音楽をやる方を出してあげるというものにしたほうが、そういうふうにやってもらいたいなと思います。

　単年度として202万6,000円というのが出ているわけですから、それを適当であるとなると認めるわけですけれども、ただ、適当であるけれども、今１番ではないけれども、その他のところで要望ということで入れるということでいかがですか。

　並木ですけれども、集客力という意味では1組か2組ぐらいはそういったものは必要かなと、そうしないと素人ばかりだとなかなかポスター作ったりいろいろしても、ポスターに1組2組載せる、そうすると遠方からでも見に来るということで効果があると思うんです。地元の素人ばかりですとどうしても遠くから山武市の人たちの地元の演奏会へ行ってみようかという気持ちになかなかなれないと思うんですよね。ですから、人をかき集めるにはそういうプロ的な人を入れて、あとは地元の演奏家とかそういった方にも……。

　中心にして、超スター級ではなくて、そこそこのお笑い芸人でもいいですし、歌手でも、バンドになるとこれ人数がいるからお金がかかるから、１人の歌手を呼ぶとか、そういうプロを呼ぶと。

　これジャンルについても難しい面がいっぱいありますよね。

　ありますね。

　年代によって違いますからね。

　あともう１点、先ほど皆さんおっしゃったように、せっかく旧山武地区でやるわけですけれども、これできればこのグループとして永久というのは難しいかもしれませんけれども、あそこのさんぶの森で常に毎年やっているよというような形で、このブロックとしては意見を出してもいいかなと思います。

　ロードレースにしても、それからサマーカーニバル、蓮沼でこれ毎年やっているわけですよね。少なくともこの事業については、我々山武地区でということは希望だけはできるよね。

　入れかえるとか、サマーカーニバルとロードレースを入れかえて、コンサートを入れかえて、これを入れかえて、今年は向こうで今度はこっちと。

　ある程度ちょっとプロっぽい人がいないと魅力というか、あの人が出るから行ってみようかというそういうのもあるでしょうね。

　それは今後の課題として……。

　これはコンサートばかりではないんですけれども、お祭りというふうに解釈しても……。

　いや「やまのおんぶ」ですよね、納涼コンサートです。

　納涼コンサート「やまのおんぶ」って名前をメインにして、伊藤委員、「やまのおんぶ」って漢字わかる。

　わからない。

　山の野原の音の舞い。それを山野音舞というんです。非常に多目的にコンサートを、だから踊りも入っている、踊りといったってちょっと裸踊りみたいなのが入っている、舞台を装置して、塔の逆側の反対側のところに舞台を設置して、絵がここにあるでしょう。写真がここにありますよね。そういうふうなあれで、なんかフラダンスみたいな……。

　ああ、音が舞うというんですね。

　サマーカーニバルはサンバがあったりだとか、ここはフラダンスみたいな……。

　では、ここでちょっと一応長くするとあれなので、「やまのおんぶ」事業が適当であるでよろしいでしょうか。

　では、よろしい方ちょっと挙手をお願いいたします。

（賛成者挙手）

　では、一応今のプロの参加の必要性というのは、その他のところで謳うということで。

　では、続いて３番目ですけれども、サマーカーニバルですね。これは最初からもうずっと長い歴史がある、合併する前からのイベントだということがさっきありましたけれども、蓮沼のイベントだったわけですけれども、これは適当であるか、いやもうというふうな意見がありましたら理由をちょっと言ってください。

　すみません、秋山です。

　これは今年はいつやったんですか。

　今年は、事務局何月だったかな、私行こうと思っていけなかったので……。

　21、おんぶの前の日かなんかのような気がするんですけれども。

　８月なんですよ。

　やっさ祭りと同じだったような……。

　８月21日ですね。

　８月21日ですね。
　ということで、むしろ「やまのおんぶ」と合体化させるわけにはいかないんですか。

　それはちょっと無理ではないですか。

　いやこっちでやって、花火は仮に蓮沼を……。

　合体。

　束で見ると。

　むしろよく目玉になるイベントが連日あるわけですよね。「やまのおんぶ」とサマーフェスティバル。

　「やまのおんぶ」で花火やったらどうかとさっきちらっと出ていたのを踏まえて、むしろこれで一緒に持っていったほうが、一緒の考え方ができないのかなという気がしたんですけれども、フラダンスとサンバ、踊りは一緒ですからね。

　もともとはさんぶの森公園で花火大会をやっていたんです。

　やっていましたよね。
　お盆に13日がそうだったんですよ。

　そうですね。合併してから……。

　合併してから花火はやったのではなかったけ。

　１回か２回やりましたね。

　やったんですよね。それから暮れに商工会がライトフェスタあるんですよね。あれもちょっとあるのではないですか。ちょっと寂しくなってきたのではないですか。言い方はあれですけど。いや、市になっちゃって、その辺の規定というのはあるんではないですか。なかったですか。

　そのライトフェスタは私実際携わって、実行委員長もやらせてもらったので、ちょっと話が逸れるというかあれですけれども、ライトフェスタ自体は、一番最初は商工会の青年部私たちが10何年前に立ち上げさせてもらって、予算ゼロでやってきました。途中から行政のほうから50万円をもらって、ずっと10回まで、実は２年前に最後10回を区切りにさせていただいてもらったんですけれども、予算のほうはきっかり50万という予算はいただいてやらせてもらいました。ただ、実は何が問題でそれを閉じようかと思ったのは、実行委員会というものの形式でやってきたんですけれども、なかなか次にやっていける後継者というのが少なくなってきてしまったということで、中心となる実行委員会というのが一番負担がかかるので、ほぼボランティアで毎晩のように会議と準備とやってきたので、なかなかそういうところで続かなかったということなんですけれども、ちょっとそれを１回閉じまして、去年から実はエコキャンドルと新しいものはやらせていただいております。

　まだ、細かい数字はサマーカーニバルのほうもこういった去年の予算というか、報告はきてないんですね、金額は。去年は幾らぐらいかかったんですか。今年は増えているんですね。今年というか、請求する上で増えているんですね。

　そうです。

　200万増えているというんですか。増やして要望したいということでよろしいんですか。

　はい、そうです。計画書の分ですと23年度で400万ということでありますけれども、一般財源が200万で、これが基本的には従来の金額ということになりますので、プラス200万ということですね。

　ということは、今までこの千葉テレビとかベイＦＭ、マスメディアへのＣＭとか宣伝というものはしてなかったと。

　そのはずです。

　私は見たことないので。

　今度初めてなんですか。メディアは千葉テレビは。

　はい、初めてのはずです。

　ああそうですか。

　またお金のことでおかしくなるんですけれども、これここまでお金かける必要がどうなんでしょう。

　私も一応メディアの人間だったものですから、それで新聞社だったんですけれども、これ見たときに千葉テレビ、こんなに金かけて100万でしょう。100万出ているんですよね。これはどう見ても僕無駄だと思うんです。千葉テレビ見ている人間は、何人いるかという、それよりむしろこれも新聞とか、折り込みチラシを朝、毎、読、千葉日報、これにぽんと、これだけのお金があれば３分の１でできるんですよ。30万でできますから、あれは。50万もあればチラシだけか、それでやったほうが僕はより効果的だと思うんですよね。

　ただ、このサマーカーニバルで要するに市外から人を集めようと思うと、確かに市内の読者しか行きませんから、だからあとはいろいろな人が親戚とか知り合いにこっちでこういうのがあるからおいでよといった口コミになるだけだと思うんですよね。ですけれども、それはテレビをゼロということはないでしょうけれども、一つは残してもいいと思うんですけれども、余りにも偏り過ぎているな、最初さっきの前段の説明の時にびっくりしちゃったんですよね。それで、20秒のコマーシャル、15秒のコマーシャルなんて、あってこれですからね。わかりませんからね。

　でも１回きり流すわけではないですよね。１日何回か……。

　１日に例えばテレビ朝日の場合は１日に３回やりますからね。時間帯によってもゴールデンタイムになると高いですからね。

　15と書いてあるのは15回放送するというわけですか。
　
だからこれその辺がわからない、放送料が……。だから、15秒15回と30秒がどうなんだか。今はテレ朝がどのぐらいするかわかりませんけれども、テレ朝が15秒でもって１回が35万でしたね。15秒で35万ですよ。今はもっと上がっているのではないかと思うんですけれどもね。だから僕はちょっとこれびっくりしちゃったんですけれども。それよりかチラシが全然入ってなかったので、新聞を活字媒体を利用してないので、それがちょっと疑問にしたいと思ったんですけれども、質問しようと思ったけれども、やめておきます。

　例えばこれをテレビ使って、先ほど言った市外からの観光というかお客さんを呼んで、それだけ魅力のあるイベントなのかということも私は感じているんですけれども、花火もこれそんなに大した花火大会ではないと思うんです。私も行って見たことないんですけれども。

　それと、その前にやっているこの出し物というか、やはり音楽とか踊りとかやるんですよ。それって市民がやっている団体さんたちがそこが発表の場なんですね、たしか。そのはずなんですよ。これを市外の人たちが見に来て、それを楽しいというか、ＰＲの一つになるのかなと、それだけの魅力を持ったお祭りとは思えないんですが……。

　１万人来たとかと言っていますね。

　今まで現在やっている行事というような話ですので、山武ロードレース大会の中にチラシかなんかをつけてもらって、実際わからないですものね、見たことないから。現状をちょっと知りたいなと。

　これは非常にそういうことを申し上げるとあれなんですけれども、蓮沼の地域審議会では大変にこれを大きくしようと、予算を取りたいというのに、減らされたというのでえらく会長は気をもんでいて、そういうことがあるものですから、非常にそこは意識が強いものですから、蓮沼の大変歴史の長いものであることは事実なんですけれども。

　それともう一つは、10月から試験運行される公共交通が一直線で行きますので、300円ですよね。ですから……。

　バスは200円です。

　バスは200円で、あれになるとデマンドを利用すると400円になっちゃうのかな。

　タクシーが300円です。

　タクシーが300円ですか、いずれにしても二、三百円のお金でさあっと行くわけですよ。問題はダイヤの問題ですけれども、これ大分このサマーカーニバルは遅くまでやっていますから、20時半ですか、20時ちょっと過ぎに花火上げると、だからそういうことを考えると、非常に遠い山武地区の、我々の地区ですとかもう行きやすくなることは事実なんですね。足の便もあるので、特にお年寄りというか、家庭の事情で運転する人がいてもほかの用事があって、おじいちゃん、おばあちゃん行きたいんだけれども、ちょっとバスで行けるとなると、かなり集客率がよくなるのではないかと思うんですよ。ですから……。

　送迎タクシーもしっかりもう組織が組み込まれていますよね。送迎バスも。

　送迎バスプラス今度は公共交通ができますのでね。いかがですか。

　藤田です。
　ちょっと私の頭が回らないのかよくわからないですけれども、総事業費が２カ年で800ですか、単年で400で、運用基金を400ということで、200使いたいということで、費用内訳の中に200までの分に関して、事業費１年間、１年というか、１回400万と書いてあるんですけれども、あとの200万はどこにあるのか、あるいはなかったら運用基金のほうへ……。

　単年度で200万、23年度でしたら400万出ていますよね。ですから、その後の200万はこの内訳がないから、この費用の内訳は……。

　費用内訳は200ですから。

　あとプラス200は……。

　その200はもうもともとないのか、どこかから出てくるのか。

　企業協賛金で賄っているという説明をさっきしていました。

　そうですか。それで、それが200万もあるんですか。賛助金が

　ただどっちにしてもこの200万円は、振興基金から出さなくてもこの基金内訳だけで見ると、振興基金がなくても200万円一般財源がありますから要らないはずなんですけれども、それはどういう、そのときに気がつかなかったんですけれども。

　一般財源がなければ話はわかるんですけれども。

　どうでしょうか。今関さん、私の言っている意味はわかりますか。

　よろしいですか。事務局、今関です。

　確かに今お示しさせていただいている分は、これは地域振興基金としていただいた場合にはこういう形でプラスして使わせていただきますよということで、当然今まで従来どおり使っているものというのが200万あるわけですけれども、市としてはその実行委員会に対して200万を補助金としてお出ししています。その中で実行委員会は、市からの200万円プラス企業からの協賛金ですとかをいただいてそれをもとに運営をしていると言うことになりますが、その説明が今日は具体的には金額で示されてなかったですよね。ですので、私のほうでもどの程度まで答えていいのかちょっとありますけれども。

　あとすみません。送迎バスは送迎バスというのはあるものなんですか。これはお金をもらうからやってみようということなんですか。その辺が私は。

　よろしいでしょうか。私どものほうで話を聞いていた中では、その蓮沼だけの祭りということで市内の方がそういうほかの地域の方でそういう意識の方がいらっしゃることが少なからずあるということで、山武市の祭りなんだということで意識を持ってもらうためにも、他の地域から来やすいようにバスを送迎という形で今回その地域振興基金が得られれば、それでぜひ送迎をやりたいというようなことで聞いております。

　ということはあれですね。基幹バスプラス送迎バスということですりかえるということですか。

　そうですね。

　その時間帯があるので、送迎バスにプラスすると。

　すみません、よろしいですか。そのあたりの状況ですと、今バスが夏の時期だけだかどうかわからないんですが、横芝駅まであそこはバスが通っているということで、そのバスがちょうどサマーカーニバル、花火を見るとそのバスがもう最終が行ってしまった後になってしまうということで、あそこで車がないとちょっと厳しいというそういう状況もあるようです。また、基幹バスのほうも一応午後６時までの運行という形になっておりますので、そういうお祭りのときに臨時的な対応をするかどうかはわかりませんけれども、通常で考えますとやはり足がないというような状況です。

　帰りがないと、帰りがなくなっちゃうと。

　そうですね。

　８時過ぎになっちゃったら終わりだね。

　わかりました。

　いずれにしても、一応時間もまたあと３件ありますので、この辺でちょっと結論出したいと思います。

　サマーカーニバルは、基本的には、でも適当ではないという見方はありませんか。適当であるというふうなことで、特に……。

　バスはわかりますよね、迎えに行ったり送り迎えは必要だということで。

　振興基金のほうが予算ありますけれども、執行状況等についての確認はどういう形で行われるのでしょうか。使ったかどうか。

　それはどこでわかりますか。
すみません。ちょっとわからないです。決算報告ですね。

　そうですね。

　事務局、今関です。

　今回の計画については、一応この２年間の分ということで確認をしていただくわけですけれども、また今度さらに新たにそれ以降の分をまた申請として出すときには、当然その今実施している状況の地域振興基金を受けているわけですから、それに対する執行状況、決算の状況というのも当然お示しさせていただいた上で、それが有効だったのかということを踏まえてご判断をいただくというようなことになると思います。一応今回ご判断、承認をいただいたと仮にしまして、来年度23年度あるわけですけれども、今の段階ですとその23年度の実施分についてどのような形で報告をさせていただくかというのは、決まってはおりませんが、その時点での報告はさせていただくことになります。

　これだけのお金を使うんだからきちっとした報告は必要でしょうね。

　もちろんこれは市の補助金という形で今200万が今回の案では400万になるということですけれども、それが当然市の会計の話ですので、その交付決定、実績報告というそういう中で当然決算、各団体で総会があって、決算しますよね。それに基づいて報告という形で、市のほうでも審査がありますけれども、それに対してじゃ今度はその地域審議会のほうにどういう形で報告をしていくかというのは、多分機会としては今回また来年度同じような形で、今度は24、25の事業の計画のご審議をいただく、こういう機会になるか、場合によっては、もしかしたらもうちょっと全体ではなくて、代表の方に出ていただいてという、そういうスタイルももしかしたらあるかもしれません。そういうときにご報告をさせていただくことになるんではないかと思いますが、今の段階ではちょっと確定はしておりませんので、申しわけございません。

　今お聞きしたのは、賛成、反対で聞かれた場合に賛成となったとありますよね。そうしたら私たちにもある程度の責任があるかなということでお聞きしたんですけれども。

　適当であるとした場合に。

　はい。

　ちゃんとした会計監査は、我々がやるのではなくて、市当局が適正に執行されたかどうかチェック、こちらがチェックするのではなくて、市当局がきちんとしたチェックをするかどうかとそういうことですよね。

　そうです。

　それは間違いなくやりますよね。

　はい。

　やらないと。

　はい。

　ここでしろって言っているわけではないんだからね。
　監査が必要ですから。

　もう一つ聞きたいんだけれども、もしここで適当でないと結論になったときにそれの効力というか、影響力というのはどの程度のものなのでしょうか。

　それは４地区であとで３地区はどういうふうになったかで、ここの地区は適当でないといっても向こうが全部あとの３地区は適当ですと言ったら、それは民主主義の設定で適当とします。

　逆にいうと全部が駄目だったら……。

　だったらそれは審議され直すかもわかりませんね。もう１回改めて。

　想定してないでしょうけどね。

　よろしいですか。そのあたり厳密なお話で言ってしまいますと、市のほうにとってみれば市に決定権があるということになります。極端な話、場合によっては、これはどうしてもやらなければいけないということであれば、もしかしたら反対ということであってもやらせていただくという場合もあるかもしれません。ただ、今のお話しですと１地区が反対ということで、ほかの地区が賛成という場合どうなのか、ただ、そういう場合なんですけれども、これは前回会長、副会長会議のときにそういうお話がございました。これにつきましては、反対だというその理由を意見書の中で確認させていただいた中で、それを踏まえた中でないとこれは何ともいえないと、そういう場合につきましては、市のほうでそれを踏まえた中で対応を検討させていただくということで回答させていただいております。

　ということなんです。

　黒相です。すみません。話をもとに戻してしまって私も途中からで申しわけないんですけれども、この費用内訳の一覧があるんですけれども、これ何で400じゃないんですか、合計が。何ででしたっけ、さっきも言っていたんですけれども。

　振興基金の内容ではないですか。

これがなくてもお祭りはできちゃいますよね。

　これはさっき言ったとおりこれがなくてもできると。

　できると。

　振興基金のその使う理由がこの事業のあれでは……。

　これに使いたいと。

　一般……。

　今これだけお金があって、200万上乗せすればこれができますよと。

　これが内訳なんですよね。

　でも一般財源で200万用意してあって……。

　これで用意してあって……。

　あと運用益からこれだけの援助をしてもらえればこれだけのことができますと……。

　でもこれ全部足して200万でしょうか。

　そうです。だから……。

　振興基金が200万円……。

　今までやっているのにプラスしてこれを……。普通でもこういう場合は全体の内訳を踏まえて合計400ということで……。

それはよくわかりやすいんですけれども、今日の議題そのものが運用益、振興基金を出してあげるというのについてその内訳はどうなのかということなんですよね、申請した金額に対して。ですから一般財源……。

　では極端な話、これがこのお祭りをサマーカーニバルやる、やらないではなくて、これを承認するかどうかという話ですか。

　それにつながるということですね。で適当であると、出してもよろしいというか、いやなくてもいいんじゃないかと、適当でないというのをどちらかを決めないといけないです。それの意見です。

　ですから、サマーカーニバル参加者に参加費をもらうのか、出演料払うのかどっちなのか、その辺のところもよくわからないんです。

　そうなんですよね。
　これ否決しても花火は絶対ありますよね。

　時間も迫ってきますので、あとまだ半分ありますから、一応適当であるということでよろしいですか。

（「異議なし」の声あり）

　異議ないですね。理由というのではなくて、その他の部分で要望いっぱいあると思うんですけれども……。

ありがとうございました。

　よろしいですね。

　いわゆる決算報告をきちんとやっていただければということで。

　もう次の事業に移られますか。そうしましたらちょっと……。

　実は最終的に意見書を今終わりました１、２のほうの分はちょっとご意見をとりあえず集約してシンプルな形で意見書をまとめまして、それを最後に読み上げてご承認いただくという形で考えておるんですが、今の№３の部分について、事業結果は適当であるとしましても、やはり今お伺いした中で、条件が確かにその他という部分であるということで、そこの部分をどのようにまとめたらいいかが･･････。
　まず、一つは収支決算をしっかりとやってもらうと。

　すべてに。すべての事業にですね。

　特に③に限っては、特に収支決算をきちっと提出することを希望するということですね。

　それとあとは、宣伝方法、テレビ、電波ですね、電波媒体だけでこれだけの予算をかけるのは、ちょっと多いのではないかと。

　千葉テレビでいいのかどうか。

　千葉テレビとベイＦＭだけでよいのかということですね。

　今、オライはすぬまをニッポン放送でやっているのですよね、宣伝を入れているのですね。ニッポン放送でやるのですよ。

　あれではないですか。道の駅ですよね。

　そうそう、あれニッポン放送でやっていますよね。あの中に入れたらどうかと。

　それやると50万カットできますね。

　宣伝広告を考えて、文章でなんか書く、宣伝を……。

　果たして当日取材に来るかどうか。

　多少会議に出ていますよね。せっかくこっちから使って広告出すのであれば、ぜひ当日来て映すなり、そうするように言ったほうが良いのではないですか。

　それサービスで翌日でなく、前もって記事で、新聞ではないが、前もってサービスを少ししてもらって宣伝してもらうという方法をとったほうがいいですよね。
単なる広告ではなくて、記事として出ているのもありますよね。

　今のよろしいですか。

　なんか適当でないに丸したほうが簡単だと。

　でもあれですよね。すみません。

　私のその他でまとめました。

　ああそうですか。かしこまりました。

　では、４番目の医学生奨学金等の問題に入ります。

　これは、頭から適当であると、適当でないということをちょっと聞きたいんですが、いかがですか。適当でないと思われる方挙手ありませんね。ありますか。

　適当です。

　適当ですね。

　では皆さん……。

　私は仕事で夕張とか行って、結構ここよりももっと厳しい状況の町村の医療の関係を取材したことがあるんですけれども、夕張も破綻していても医者は来るんですよ。その先生に聞いたらお金は全然出ないそうです。だけれども、何で来るかというと、まちに魅力があると、人に魅力があると、その院長が言うには、そういうところの地域では必ず医者がやってきます。お金ではないですと言われたんです。だから、お金も大変結構なんですけれども、それと付随してまちのよさとか、院長さんの良さとかそういうのをもっとアピールしているような体制づくりが、お金出すからもうそれでストップでなくて、魅力をどんどん発信していくような、そういうことも大事ではないかと思います。

　それは、私も全く同意見で、私も意見として言わせていただきます。

　私今さんむ医療センターの運営というか、独立行政法人になりましてからどうしたらいいかということでちょっと片足突っ込んでいる人間なんですよ。院長だのいろいろな事務長さんとか内科診療部長さんと話しして、あと看護師の総師長さんだとか、いろいろと交えてやっているんですけれども、とにかく病院そのものに魅力のある病院をしないと外来の患者は全然来ないと、ただこうやってその奨学金を出すから、市のほうで出すからそれで医者になってほしい、それで必ず卒業したら10年間は医療センターで勤めてほしい、そうすればお金返さなくていいよというふうに全部なっているんですけれども、特にその趣旨は、市のほうのあれは特に地元の成東高校、地元から医者をもっと出したいというふうなことも含まれていたんです。それで、成東高校にかなり強くアピールすると、千葉大の医学部に入ってくれと、それでさんむ医療センターに入ってくれと、それで助けてくれというふうな医師不足のという狙いがこの中に相当含まれているんですよ。それは今日の報告の中に出ていませんですけれども、そういうことはあからさまには、だけれどもそれが多分に入っていて、特にこれは医師だけの話なんですけれども、看護師も今現在不足して、またちょっと何人か今月に辞めるんですけれども、医者は４人辞めます。30日付で、名前も全部私聞いていますけれども、それでそういうことがあるので、29名という今日こう発表ありますけれども、これから３名医者は減ります。ですから26名になります。

　それは常勤ですか。

　常勤ですね。

　なぜ辞めるんですか。

　内科から３人、皮膚科がなくなりますから。

　そういう意味。

　はい。なくなるというか辞めますから。

　医者がいなくなるから科がなくなると。

　そうです、そうです。いないんです、後釜が。特に皮膚科の先生は今非常に少ないんですよ、全国的に。それで、皮膚科の先生が自分で開業したのですけど、その関係で今の患者さんが東金に行ってしまうんです。
それで、内科のほうが３人、ただその３人を今度は補充するのにどうしたらいいのかと言うようなことがあるものですから、それで今院長は大変だと思いますけれども、まだ目途が立ってないそうですから、そういうことからしてとにかくこれやったからといって20万と1,000万、就学一時金1,000万出します、奨学金月額20万出しますといっていて、言ってもすぐ即戦力になるものではないんですよね。最低6年間はかかりますよね。ですから、そういうこともあるのですけれども、しかし、何かをやらないとこの山武、長生、夷隅地区の医療圏の過疎化というのは防げないので、こういうこともやらなければいけないなと。

　それから、あと看護師については、もう皆さんご存知だと思いますけれども、城西国際大学で看護学部をつくるということで、それはこの中には入っていませんけれども、市の一般財源のほうから１人40万か、東金が40万と決めていますよね、志賀市長が。ですから、東金はもう完全に出すという議会でこの間言っておりますし、山武市の問題であれなんですけれども、それは看護学部ができてからの話で、それもまた即戦力にはならないんですけれども、これは私個人的な意見ですけれども、この新規の奨学生資金というのは、議会でももう承認されていますし、ですから、私はこれにはぜひ個人的な意見では、何とか2,240万運営基金から出してあげてほしいと私は思っております。意見です。

　皆さん、ご意見どうぞ。

　募集人員なのですけれども、ただ２名というのはどういった形で決められたんですか。

　予算……。

　予算の関係で、しばりの中で決められたと。

　そういうことなんです。

　むしろこういうことを言ったらもう少し予算を増やしてみんなここに……。

　と思います。だけれども、一応予算をほかにも積んできて、私は別にそちら側ではないですけれども、行政側ではないけれども、いただいたということを私は議会、一般質問必ず傍聴４年間無欠勤でやっていますので、必ず出ておりまして、議事録はこんなになっていますけれども、大体見てわかるんですよ、質問と答弁と聞いていますと、議会の。ですから、そういうことで、というようなことになると思いますので、これはぜひ何とか私としては適当であるということで、会長としてこんな　　　話しして申しわけないんですけれども、私の意見として。

　むしろ将来的なことを考えれば、これは振興基金ではなくて、一般財源ですよね。

　だと思います。

　予算化して出したらどうかなと。

　ただ母体が独立法人からかなと一瞬私は私なりに解釈したのですけれども、本来だったらと違和感が……。

　そういう形で育てたほうがいいのかなという気がします。

　本来ならばいわゆるそのための合併特例債があるということで、その中からこの振興基金が出ていますので、それを少しでも市が本当に税金の、市民の税金のほうの一般財源から出すばかりでなくて、少しはこちらからもちょっと出そうではないかということからの計画なんですよね。

　何かそれでよろしかったら。よろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

　では、４番目は適当であるということです。

　では、次の５、６なんですが、これは同じことなんですよね。私と副会長の藤田和也さんがその５番目にも６番目にも似て１ページ目の50万のところに地域審議会委員８名の中の２人入っていますので、これ４地区で会長、副会長が審議委員になっています。それで８名ということになっています。それで、この１名は千葉大の准教授が１名入っていますので、それでするんですけれども、６番も同じなんですよ。これはさっき担当課からの説明で、ちょっと早かったのでわからないじゃないかと思って、わかっている人はわかるんだけれども……。

　ざっくり言うとわからない方はどなたかいますか。

　ちょっと錯綜しているので、30と50がちょっとされたんではないかと思うんですが、５、６を同時にちょっとやりたいと思うんですが、いかがですか。適当である、適当でない。

　これはもう今現在継続しているもので、この中で私も関係しているのは２つほど入っていますものですからあれですから、ちょっとなんですけれども、３つ入っているんです。ハッピータイムとちゃんばん屋とそれから50キロウォークと全部役員をしているものですから、この50キロウォークは、個別にちょっとあれしますと、50キロウォーキングの21年度、それから22年度は、21年度のときに、これは50キロウォークでさっき事務局でなくて担当の土佐さんからの説明で、50キロウォークはいろいろなマスコミから電話がかかってきて大変だったんだというふうなことで、困ったとおっしゃって、これは山武市を知ってもらうということで歩いて、車で行くと非常に見逃すところがあるので、歩いて、正確の距離は46キロなんですよ。50キロにちょっと足らないんですけれども、46キロなんですが、その中でとにかく歩いて色んな川の作田川の縁を歩いてから海のほうへ行って、海岸歩いて、それから中津田のほうを歩いて、桜並木の下を歩いて、山武市のいいところがたくさんあるので、それをとてもすばらしいところなんですよという紹介を市外の人に見てもらう、参加者に全部見てもらうということで、これは私も実行委員の１人なんですけれども、大変に好評でありまして、今回この３日の日曜日に第５回があるんですが、それで今参加者の数が315名来ました。中には北九州からの参加、前回も４回目も北九州から来て、今回もこちらに友達と来るそうですけれども、毎回だんだん増えてきて、最終的には2,000人の参加者となっています。予定があるんですけれども、そういうものが50キロウォークです。

　何で22年度は出てないんですか。

　22年度は50キロウォークは申請しなかったんですね。大変お金がやはりかかって、赤字で、ある企業に借金しているんですよ。ですから……。

　参加費もどうしようかというんだけれども、結局さっきの500万のではないですけれども、ロードレースではないですけれども、これも小学生3,000円もらっていたんです、第１回目は。それでは高過ぎるからというので、それで1,000円に、私が高過ぎると言い方したら1,000円ということになって、小学生、中学生は1,000円、一般の人は3,000円と、私もサポーターの１人になっているんですけれども、1,000円払ってサポーターしています。完全なボランティアということになって、３日の日は松尾のふれあいセンターに朝５時集合ということで、６時半がスタートなので、非常に毎回だんだん人気が出てきまして、ロードレースのようにいかないですけれども、富里のスイカのレースほどにはいかないけれども、少しは良くなっているのではないかと。

　ハッピータイムなんですが、20年と21年はありまして、22年はハッピータイムは入ってないんですね。

　これは期限が切れましたので、２年で終わりなんです。

　そうなんですか。

　出しませんので。

　でも活動はしないという……。

　いや活動はするんですけれども、お金が申請ができないということなんです。お金はもらえないんです。

　活動できないんですか。

　いや会費の中で、あと福祉事務所のほうから出したりしていますから、もらったりして便宜してもらっています。

　そうなんですか。

　何とか細々とやって、会員だけで70何名いますから。

　会員になるには会費か……。

　会費は1,000円です。

　会費を納めるんですね。

　会費を集めます。それとあと夫婦ですと2,000円を1,500円ということにしています。

　それで賄っていくということで、22年度……。

　あとはみんないろいろ全部寄附、全部ただで、私も扇風機４台ほどやりましたけれども。

　それは売るわけですか。

　違います。事務所で、暑いですからクーラー入るとお金かかりますので、電気代が。だから扇風機、それからヒーターも家のやつをあげちゃったりしたり、そういうことでみんなで助け合って、文字どおり助け合い運動をやっています。それがハッピータイムです。地域通貨が500円ですから……。

　１回で1,000円払って、年間1,000円……。

　そうです。

　会員になると、そうですか。わかりました。

　ほかに何か、全体的にこの事業として。

　秋山です。

　事業費30万なんですが、大体これでいいんですけれども、次の意見書というか、実効性があったとかなかったのか検証されているんでしょうか。

　これは発表しています、中間で。経過、現在こういうことでやっていますと、それであとまた半年計画を予定を入れるわけですね。プレゼンやりますので。ですから大体の動きはわかります。ですから、中には全部が50万、全部が50万、30万もらえるわけではありませんので、その団体によっては19万しかもらえない、審査で通らなかったとか。全額は償却していません。

　並木ですけれども、これは２年間継続するというのが条件ですか。

　そうですね。

　趣旨とすると２年終わった後も継続して、それは自己資金でやってくださいよというものなんですか。

　さっき説明ありましたけれども、今後またそれが継続またさらにするかどうかは、そのときにまた検討するというふうなことみたいですね。私はちょっとあれですけれども、ですからそれが２年の区切りでやると。

　ではあれなんですけれども、適当でないと思われる方はいませんか。

　２つ一緒ですね。

　２つ一緒で、もう同じこれは表題になっていますので。

　では適当であるでよろしいですか。５、６です。

（「異議なし」の声あり）

　では一応これで６つの全部終わりましたので、事務局のほうからこれ意見書を読み上げていただけますか。５、６に関しては、理由その他ありませんね。

　なしですね。かしこまりました。

　それでは、№１のロードレース大会補助事業から読み上げさせていただきます。

　なお、理由のところにつきましては、すべて適当であるに対しての理由としては、地域振興に寄与する事業と認められるというような形で入れさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

　まず、ロードレース大会補助事業、審議結果、適当である。
理由は今申し上げたとおりです。その他としまして、無料化による一層の事業の活性化と適切な運営を望むというような形にしたのですが、いかがでございましょうか。

　皆さん、何か意見ありませんか。

　それでは、最初からよろしいですか。

　努力目標なんですけども、無料化にした場合、参加者が減らないような努力をしてほしい、無料化の場合です、それは。そういう意見が出ましたので、それちょっと入れて。

　無料化にあっては参加者が減少しないことというのをつけ加えるという形でいいですか。

　そうですね。

　ただいまのことについてはよろしいでしょうか。

　ありませんね。

（「なし」の声あり）

　それでは、№２です。審議結果、適当である。理由は、先ほどのとおりです。その他といたしまして、極力地元のミュージシャン等による構成とし、出演料のかかるプロの招聘は、必要最低限の範囲にとどめるよう努めること。

　ありませんか。

（「なし」の声あり）

　続きまして、№３です。事業名、サマーカーニバル実行委員会補助事業、審議結果、適当である。理由は、前と同じです。その他としまして、すみません、ここの部分は……。

　これは収支決算をしっかりするということです。しっかり提出すると。

　それから、ＰＲ、宣伝ですね、ＰＲは千葉テレビ、ベイＦＭ以外、活字媒体も使用したらいいのではないかと。チラシ、折り込みですね。こういうことでよろしいですか、３番目は。

　４番目、医学生奨学金貸付事業、審議結果、適当である。理由は、地域振興に寄与する事業と認めると、すみません、こちらその他は特になかったかと思いましたが、よろしいでしょうか。

　ないですね。その他は何か特につけ加えることはないです。

　以上ということでよろしいですか。そうしましたら先ほど５と６につきましては、ご確認をいただいたと思います。

　以上でございます。

　すみません。先ほどの５、６の市民提案型の分につきましては、審議結果それぞれ適当であるで、理由のところにも一律に地域振興に寄与する事業と認めるという形で入れさせていただくと。
　よろしいですか。

（「異議なし」の声あり）

　異議ないそうです。
　すみません。申しわけありません。

　では、次の議題その他、時間が来ましたけれども、ちょっと相談します。その他で何かございましたら。発言ございませんか。その他です。

　山武地域で限ったことではないんですけれども、これは市の中で従前から行われている文化的な要素というのもあると思うんですよね。その辺のものというのはこういったものは挙がっていませんけれども、ある程度一般的な中で考えてもらって助成をしてもいいんではないかなと思うんですけれども、いかがですか。

　文化的な活動ですか。

　活動ですね。そうですね。従前からある文化的活動、歴史を持った……。

　歴史文化ですね、地域のね。

　そうですね。

　ほかにございませんか。

　ございませんね。

　それでは、その他の議題もないようでございますので、本日の審議会はすべて終了いたしました。

　これにて閉会させていただきます。どうも皆さんありがとうございました。


